
 

 

京都府立大江高等学校（京都府版小中高連携 CAN-DOリストを踏まえて） 
   

令和５年４月  

学年 Grade 
聞くこと 

( Listening ) 

読むこと 

（ Reading ） 

話すこと( Speaking ) 書くこと 

( Writing ) やり取り 発表 

 

第

３

学

年

次 

G6 

ナチュラルスピードに近い

英語で話される英文の必要

な情報を聞き取り、話し手

の意図や話の展開を把握で

きる。（例 教科書の音声

教材、スピーチ、アナウン

ス、道案内、図や表につい

ての説明） 

 

読んだ内容について、必要

な情報を読み取り、概要や

要点を把握し、論点や根拠

を明確にできる。 

 

与えられた話題について自

分の意見を即興で述べるこ

とができる。また、伝えた

内容について質疑応答を

し、やりとりを発展させる

ことができる。 

 

与えられた話題について、

写真など活用しながら自分

の考えを詳しく説明したり

伝えたりすることができ

る。また、発表した内容に

ついての質問に答えること

ができる。 

 

ディスコースマーカーなど

を適宜使用しながら、与え

られた話題について、根拠

や理由及び具体例を示しな

がら、複数の段落で自分の

考えを書くことができる。 

第

2

学

年

次 

G5 

ゆっくりはっきり話される

英文から必要な情報を聞き

取り、話し手の意図や話の

展開を把握できる。（例 教

科書の音声教材、スピーチ、

アナウンス、道案内、図や

表についての説明） 

 

読んだ内容について、各段

落の要点を把握し、書き手

の主張や意図を読み取るこ

とができる。 

 

与えられた話題について自

分の意見を即興で述べ、や

りとりを継続することがで

きる。 

 

与えられた話題について、

理由や根拠とともに自分の

考えを発表できる。 

 

接続詞（and, but, because

など）を適宜使用しながら、

与えられた話題について、

根拠や理由及び具体例を示

しながら、複数の段落で自

分の考えを書くことができ

る。 

 

G4 

ゆっくりはっきり話されれ

ば、まとまった英文（教科

書の音声教材など）の概要

を理解できる。また、自分

の興味のある話題について

のWh-questionやYes / No 

questionを理解できる。 

 

読んだ内容について、各段

落の要点を、単語などから

推測しながら把握できる。 

 

 

自分の興味のある話題につ

いてのWh-questionやYes 

/ No question に返答した

り、質問したりすることが

できる。 

 

自分の興味のある話題につ

いて、具体例を示し、かつ

聞き手を意識しながら自分

の考えを発表できる。  

 

接続詞（and, but, because

など）を適宜使用しながら、

自分の興味のあることにつ

いて1段落で書くことがで

きる。 

 

第

１

学

年

次 

G3 

ゆっくりはっきり話される

文の内容を正確に理解する

ことができる。自分に関す

ることについての Wh-

question や Yes / No 

questionを理解できる。 

 

≪主語＋動詞≫や句・節を

意識しながら、文の意味を

正確に把握することができ

る。 

 

 

自分に関することについて

のWh-questionやYes / No 

questionに返答したり、質

問したりすることができ

る。 

 

 

自分に関することについ

て、聞き手を意識しながら

発表できる。 

 

文型を意識して、文を正確

に書くことができる。また、

接続詞（and, but, because

など）を使用して文をつな

げることができる。 

 

 

G2 

ゆっくりはっきり話される

文の内容を、聞こえた単語

から推測し把握することが

できる。 

文の意味を、単語から推測

し把握することができる。 

 

 

自分のことについて相手に

伝えることができる。 

与えられたテーマについ

て、定型の英文を参考にし

て、自分の考えを含めなが

ら発表できる。 

文型を意識して、文を書く

ことができる。 

 

 

G1 

身近な単語や挨拶を聞い

て、その意味を理解できる。 

（例 dog / eat / Good 

morning） 

 

身近な単語を理解できる。

（例dog / eat / happy） 

日常的な簡単な挨拶ができ

る。 

（例Good morning. ） 

 

自ら選んだ英文を、アクセ

ントや発音、イントネーシ

ョンに注意しながら人前で

発表できる。 

身近な単語を正しい綴りで

書くことができる。 

（例 dog / eat ） 

 

 


